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海 道 苫小牧市 会場 出光力ルチャーハ ークク゛ラウンド(市民文化公園) 1/24(金)10:00 --15:30

除雪機械競技会 1/24(金)13:00 --15:30
会場 苫小牧市総合体育館駐車場

ふゆトピア交流会
会場 グランドホテルニュ一王子(有料

1/23(木)18:00 --19:45
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本日「2020ふゆトピア・フェアinとまこまい」に多くの皆様をお迎えして、本フェアを

当市で開催できますことは、大変喜ばしく、市民を代表して心より歓迎申し上げます。

本フェアは、当市開催のテーマである「氷都とまこまいで創造する令和の未来」と題し、

新しい時代を迎え、改めて冬の厳しい環境や冬の魅力を再確認できるフェアとなること

を期待しております。

当市は世界に素がる北日本最大の国際拠点港湾・苫小牧港、北海道の空の玄関・新千

歳空港を有し、海・空・陸のアクセスが揃つた交通の要衝となっており、製紙業や自動車関

連産業、石油関連産業など、物流・産業の拠点として、発展しております。

また、当市は「ホッキ貝」の水揚げ量日本一を誇つており、本フェアの開催中は、この

ホッキ貝を用いたご当地グルメを味わえますので、この機会に是非ご堪能ください。

結びに、イベントの開催にご尽力された関係の皆様に

深く敬意を表しますとともに、本イベントのご成功を心か

らお祈り申し上げます。

空と海に港を持つ ' ダブルポー トシティ ” 国内有数のアイ スホッケー タ ウ ン !
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開 催 テ ー マ

l 開 催 の 目 的 ll 開 催 概 要 l

スケジ ュ ール

氷部「とまこまい」で創造する令和の未来
̃雪と共存するまちづ く りwarm communitỹ

新しい時代、令和の最初のふゆトピア ・ フェアとなることから、改めて、冬の厳しい環境

や冬の魅力を再確認して、活力ある北国の生活文化の創造を目指し、雪に強い冬の環境づ

くりを目指して、 上記テー マとしました。

「ふゆトピア ・ フ ェ ア」 は、 国 ・ 地方公共団体 ・ 企業 ・ N P 0等、 様々な方々が参加し、

北国のふゆの課題克服 ・ ふゆを活かした地域づくりなど、 ハー ド ・ ソフト両面にわたる

技術や取組に関する情報交換に加え、 開催地である苫小牧市をはじめとする雪国の魅力

を広く発信することで、 北国における各主体の活動および相互の連携の発展、 地域振興

を図ることを目的としています。

開 催 内 容

オープニングセレモニー

,3、ゆトピアシンポジウム

ふゆトピア研究発表会

ふゆトピア展示会
同時開催イベン ト

除雪機械展示・実演会

除雪機械競技会

ふゆトピア交流会 グランドホテルニュ一王子(有料) 1/23(木) 18:00̃19:45

開 催 内 容

オープニングセレモニー

,3、ゆトピアシンポジウム

ふゆトピア研究発表会

,3、ゆトピア展示会
同時開催イベント

除雪機械展示・実演会

除雪機械競技会

ふゆトピア交流会

開 催 場 所

苫小牧市総合体育館
主競技場

苫小牧市民会館大ホール

苫小牧市総合体育館
第l練習室・第2練習室・ホワイ工

苫小牧市総合体育館
主競技場

出光カルチャーパークグラウンド
(市民文化公園)

苫11l、牧市総合体育館駐車場

開催日時

1/23(木) 9:30̃10:00

1/23(木)14:00̃17:00

1/24(金) 9:30̃16:15

1/23(木)10:00̃17:00
1/24(金)10:00̃15:00

1/23(木)10:30̃16:00
1/24(金)10:00̃15:30

1/24(金)13:00̃15:30

令和2年l月23日(木) 令和2年l月24日(金)
9:30̃10:00

会 場 案 内 図

会場間シャトルバスは20分間隔で運行

l' ①3会場往復便(木・金2日間)

→ ②シンポジウム便(木のみl日)

-一→ ③ぶらっとみなと市場便(木・金2日間)

①3会場往復便(木・金2日間)
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408時
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9時 00 20 40 00 20 40 00 20 40

l 0 時 00 20 40 00  20 40 00  20 40

l l 時 00 20 40 00  20 40 00  20 40

l 2 時 00 20 40 00 20 40 00 20 40

l 3 時 00 20 40 00  20 40 00  20 40

l 4時 00 20 40 00  20 40 00  20 40

l 5 時 00 20 40 00 20 40 00 20 40

l 6 時 00 20 40 00  20 40 00  20 40

l 7時 00 20 40 00  20 40 00  20 40

l 8 時 00 20 40 00 20 40 00 20 40

l 9 時 00 00  20 _
は交流会会場を経由します

②シンポジウム便(木のみl日)

0:00̃17:00

10:30̃16:00

4:00̃17:00

9:30̃16:15

0:00̃15:00

10:00̃15:30

8:00̃19:45

3:00̃15:30

③ぶらっとみなと市場便(木・金2日間)
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ふ ゆ トピアシ素ンポジウム l
〇

と き

Outline

令和という新しい時代に向けて、 積雪寒冷地で暮らす人々の工夫やコミュニティ形成の

大切さ、雪国の魅力を 「氷都・苫小牧」 で考えます。

2020.1/23〇 14時 1̃7時 (受付・開場12時30分)

と こ ろ

プログ ラ ム

苫小牧市民会館 大ホール (苫小牧市旭町3丁日2番2号)

l

i i
l

L

テーマ

」f
l'' ・

Paneldiscussion

「未来に向けて雪と共存する”まちづくり”を考える」

l!l!l・- -

コー デ ィ ネ 一 夕 一

尾関俊浩 氏 [ 北 海 道 教 育 大 学 札 幌 校 教 授 ]

著書 北海道教育大学札幌校の物理学教授。北海道出身。北海道大学理学部卒、同大学院理学研究

『積雪観測ガイドブック』 科博士後期課程修了。博士(理学)。雪氷(せっびょう)物理学が専門で、北大低温科学研究所で

『山岳雪崩大全』 雪や雪崩の研究、同工学研究科で着雪の研究に従事し、現在も雪害科学の研究を行う。また雪

最新刊『雪崩教本』など や氷を使つた理科教材の研究にも取り組んでいる。第52次日本南極地域観測隊隊員。近年は
北極海での観測にも参加している。

12:30

14:00--14:15

14:15--15:15

15:15--15:30

15:30--17:00

開場

開 会 主 催 者 挨 拶

基調講演

「雪で創る」
CREAT I VEOFF ICE C U E 鈴 井  貴之 氏

休憩

パネルディス力ツション

「未来に向けて雪と共存する”まちづくり”を考える」

コーディネ一夕一

尾関 俊浩氏(北海道教育大学札幌校教授)

八'ネリスト

青木 秀一氏(国士交通省北海道開発局建設部道路維持課道路防災対策官)

西 大志 氏(苫前町まちづくり企画代表/克雪体制づくりアドバイザー)

松尾 優子 氏(苫小牧工業高等専門学校准教授)

松村 博文 氏(北海道立総合研究機構北方建築総合研究所副所長)

17:00閉会
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テ ーマ 『雪 で 創 る」

鈴井 貴之 氏 [ cREATl vE oFFlcE cuE ]

Keynote speech

北海道赤平市生まれ。大学在籍中に演劇の世界に入り、l990年に劇団「00PARTS」を結成。「00PARTS」解散後は、夕レ

ント・構成作家としてHTB「水曜どうでしょう」などの数々の番組の企画・出演に携わる。200l年より映画監督としても活動

を開始。現在までに4作のメガホンを執る。20l0年には「00PARTS」を鈴井自身のプロジェクトとして再始動させ、20l9

年までに5作の舞台公演を上演し、舞台という表現の枠にとらわれない作品を生み出している。20ll年、出身地の赤平市

に購入した山林にアトリエ兼自宅を建て、自らチェ一ンソーを持ち、森を整備したり、冬には薪ストーブで暖をとるなど「森の

生活」を始める。20l5年にはテレビ東京系「ドラマ24『不便な便利屋』」で自身初の連続ドラマ脚本・監督を務める他、作家

としても活動。20l8年にはその生まれ故郷の空知の魅力を道内外で発信する「そらち応援大使」に就任。20l9年公開のせ

たな町を舞台とした映画『そらのレストラン』では友情出演として、癖のある役場の職員を好演した。

_: パ ネ リ ス ト

木秀一 氏 、 、 、  = n  、 = 、 く« 高

月 [ 国 士 交 通 省 北 海 道 開 発 局 建・又 部 道 路 維 持 課 道 路 防 災 対 策 昌 ]

l987年北海道開発局入局。20l5年札幌開発建設部道路計画課長、20l7年建設部道路計

画課課長補佐を経て、20l9年より現職。北海道内直轄国道の雪寒行政に携わる。産学官民が

広く連携し除雪現場の省力化に関する様々な活動を行う場である「i- Snow」の活動を進め、除

雪現場の生産性・安全性を向上させ、人口減少下でも、ヒトとモノの交流・対流を活性化できる

産業構造、経済活動を維持・発展を図る。

八 ' ネ リ ス ト

西 大ま 氏 - ・ ノ・. 、~ 't,1、 [ 占 目 i 」 町 ま ち つ く り f 画 代 表 / 克 雪 体 制 つ く り ア ド バ イ ザー ]

苫前町生まれ。家業の小売業を継ぐため、高校、専門学校と進学で苫前町を離れる。20歳でU

ターンし、地元の商工会青年部長時代から地域の子供たちへの体験事業やまちづくりに携わ

る。「苫前町まちづくり企画」を立ち上げ、流雪清投雪ボランティア事業などを展開し、シ一二ツ

クバイウェイ北海道萌える天北オ口口ンルート代表も務める。

八'ネ リ ス ト

松尾優子 氏 [ 苫 小 牧 工 業 高 等 専 門 学 校 准 教 授 ]

北海道大学工学研究科社会人博士課程修了。

修士課程修了後、札幌市(土木職)などを経て20ll年より現職。

苫小牧のフll<1産資源である「マツ力ワ力レイ」の活輸送における輸送条件の最適化の検討や

北海道フl1'(産物の輸出に関する調査研究を行つている。

パ ネ リ ス ト

松村博文 氏 [ 北 海 道 立 総 合 研 究 機 構 北 方 建 築 総 合 研 究 所 副 所 長 ]

北海道大学工学院博士後期課程修了。中心市街地の再生や、農村集落の維持再編、二ユ一 夕

ウンの再生、安全安心まちづくり、住民組織による地域運営など、道内の地域づくりについ

て実践的研究を実施している。人口減少、超高齢社会ならではの地域課題と強みを明確化

し、その地域でのオリジナルな施策立案を支援している。
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概 要

本研究発表会では、 雪国の魅力ある観光や地域づくりのため、 また、 冬期における安全・安心な

生活を守るため、 施設管理者の日頃の取組や様々なインフラ整備及び維持管理について論文を募

集し、 情報交換を行います。

と き  2020.1/24e9時30分 1̃6時15分

と こ ろ  苫小牧市総合体育館 (第l練習室・第2練習室・ホワイエ)

論文セッションテーマ

セッションI 『地域性を活かした観光・産業振興、 地域づくり』

キーワー ド 冬期観光、利雪・親雪、雪国文化、アイヌ文化、流氷、インバゥンド、情報発信、北海道新幹線、地方創生、

まちづくり、公民協同、地域協同、住民参加、北方建築、工ネルギー 等

セッションlI 『冬期に生じる災害の支援・複 l日』

キーワー ド 災害(地震、地滑り、噴火、大雪、吹雪、雪崩、高潮等)、災害対策基本法、通行止め、除雪、雪氷予測、情報提供、

関係機関連携、夕イムライン、被災者支援、復l日、雪崩対策、結氷・流氷対策、融雪、融雪出水、気候変動 等

セッションIII 『冬期インフラ管理』

キーワー ド ICT、loT、i -Construotion、新技術、コスト縮減、効率化、メンテナンス、LCA(ライフサイクルァセスメント)、

路面管理(凍結防止剤散布、除排雪作業)、視程障害予測技術、吹雪対策、雪氷対策、事故対策、除雪機械の

性能向上、人口減少(人手不足)、高齢化、技術の伝承、雪氷予測、克雪、冬期V S P、パートナーシップ、地域

防災力、凍害・複合劣化 等

スケジュール

09:00̃09:30 開 場 ・ 受 付

09:30̃09:40 開 会 挨 i多<

冬期の札幌部心部における観光貸切バス路上駐車減少に
向けた取組̃円滑な道路交通確保に向けた現地実証実験̃

講 範言器開発局札幌開発建設部 札幌大藍ちづくり株式会社
鈴 木 芳 朗 / 伊 藤 典 l ム  服 部 影 )'

道央道の語区間(岩見沢)における冬期交通確保の向上に向けた取り組み
̃気象情報収集ツール(S I GN)を活用した動K対策作業の事例報告̃

11需響聲表客t全課 程、差議議道整難事務所 業書業樹ユ ズ

09:45̃10:00

10:00̃10:15
冬季冷熱を夏季冷房に蓄熱利用した

システムの施事例
日本地下水開発株式会社

加 藤 1 歩 / 山 谷 睦 / 沼 澤 喜 一 / 柱 木 聖 彦

雪氷作業の高度化と効率化に向けた
技術開発と'l青報提l共について
株式会社ウェザ一二ユー ズ
吉 永 創 /川畑 費 義/山 口 隆 志 / 竹 内 茜 / 大 鹿 美 希 ポス夕 一セッションスケジュール

10:00-11:30展示のみ

11:30-13:30 担当者説明(コアタイム)

13:30-15:00展示のみ

寒冷地のインパゥンド観光と
アドぺンチャーツーリズム
般社団法入北海道開発技術センタ一調査研究部

佐 賀 彩 美 / 原 文 宏 / 阿 部 正 明

新潟県における冬期道路交通確保とlCT技術有活用した防災教育の取り組み
̃開な道路交通確保に向けた重期興害対応と今後の除雪体制維持に向けて̃

業基表「道 路 能 課 器器建器株式会社 客 指岡計器

10:15̃10:30

札幌市冬のみちづくりプラン20l8
札幌市の雪対策における基本計画
札幌市建設局土木部雪対策室計画課

柳 澤 岳

道路施設における冠雪文、lt策試験の
観1日l1結果について̃骨雪性能の検証̃
日本サミコン株式会社イ山台事務所

小 野 政 利 / 明 田 剛 史

10:30̃10:45

0:45̃10:55 休 憩 ( l 0 分 )

・・

● l ● ● ●

北海道の道路環境特性とこれに適合する色彩について
̃「北海道の色彩ポイントブック」の概要とその要点̃
国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所 特別研究監

地域景観チ ム 笠 間 聡 / 松 田 泰 明

冬期乾燥路面における残留塩分濃度

測定方法の提案
中日本ハイウェイ ・ メンテナンス名古屋株式会社

名 古 屋 事 業 所 小 幡 洋 介 / 武 石 眞 博

10:55̃11:10

外国人ビッグデ一夕を用いた新たな交通分析手法
̃北海道後志地域の外国人移動実態から̃

構資基設111海認言請量課 1 1aックコンサルタンツ味式会社
大 部 裕 次 / 仲 田 田  船岡直樹

カメラ画像を活用した吹雪自動検知技術の活用
̃道東地域の道路吹雪対策高度化に向けて̃

議 難言擬 議課 調諜議入北海道開発技術センタ
山 内 良 輔 / 石 郷 岡 和 則  金 田 安 弘 / 永 田 素 浩

11:10̃11:25

オホーツク管内の冬季における地域t細の取り組みについて
̃住民にも観光客にも喜ばれる道を目指して̃

鞋醫器:薄事長設 業議養管 器革結会社 常 業t
冬期の立ち往生車発生傾向と
予防的対策について
国士交通省国士技術政策総合研究所道路交通研究部

道路交通安全研究室 池 原 圭 一 / 高 橋 歩 事 / 川 瀬 晴 香 / 小 林 寛

除雪機械の下回り塗装の試行について

秋 常講1望方整災課局 業 龍東北i望方整災境量秋田河1 i国道事務所防災課 河1 i国道事務所防災課

田 中 誠 / 泉 実  落 合 信 孝

ドポクがつくる雪のあそび場
福田道路株式会社

北添1真吾

【道路用】プレキャストRC版舗装工法
プレキャストRC版舗装協会

五 十 嵐 直

部市部歩道の機械施工による
雪氷路面処理技術
国立11ll究開発法人土木研究所寒地土木研究所

技術開発調整監寒地機械技術チ ム 牧 野 正 敏

寒冷沿岸域におけるコ ンクリー ト構造物の劣化と
その補修補強技術の確立に向けた研究
̃凍書と海氷摩耗によるコンクリートの複合劣化に着日しで̃
国立研究開発法人土木研究所3地土木研究所
寒地l1<圈研究グル プ寒冷沿厚域チ ム 長 谷 矢

一般国道232号における冬期
視程障害解消に向けた対策について
北海道開発局留萌開発建設部道路設計管理官付
佐々木優太

一般国道236号天馬街道で発生する
雪崩への対応と今後の対策について
国士交通省北海道開発局帯広開発建設部道路計画課
小 林 暁

下向き短波放射と雪面の反射率が
空撮図化に及ぼす影響

株式会社構研エ ン ジ ニ ア リ ン グ 高 橋 告 司

北海道における再生可能 エネルギーを

利用した歩道融雪の可能性検討
般社団法人北海道開発技術センタ一調査研究部
大 川 戸 買 浩

11:25̃11:40

積雪寒冷地の道路景観の改善から
みえる持続可能な道路管理について
国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所 特別研究監
地域景観チ ム 緒 方 聡 / 松 田 泰 明 / 田 宮 敬 士

11:40̃11:55

国 道 4 0 号  更木苫内防雪の道づくり
̃地域特性を活かした「北海道ス夕ンダード」̃

議 議 聽新 a賽常 昌課 議議基経報保全課
I務'課大友大種 佐々木1言 上杉,朗裕

無散水消融雪施設の長寿命化を目指した
融雪用放熱管内の洗浄による機能回復効果
日本地下フK開発株式会社
伊 藤 健 大 / 山 口 正 敏 / 鈴 木 和 則

11:55̃12:10

12:10̃13:00 昼 食 休 憩 ( 5 0 分 )

ヒー トポンプレス下水熱融雪システムに
関する実証研究

株式会社興和フ」<工部
小 酒 飲 弥 / 藤 野 丈 志 / 五 十 石 浩 介

【i-Snow】 ロータリ除雪車による投雪作業自動化
̃除雪現場の省力化による生産性・安全性の向上に関する取組̃
国土交通省北海要発日発局事業1専部機械課
小 野 寺 敬 太 / 同 本 敏 志 / 序 寛 人

13:00̃13:15

待選所におけるヒー トパイプを
活用した登坂不能対策について
国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所防災情報課
瀧 澤 大 地 / 大 崎 智

夕イヤによる跳ね上げ水を利用した新しい
高精度路面水膜厚測定装置の開発と検証
福井大学学術研究院工学系部門 山田技研株式会社
藤 本 明 宏  山田忠幸/山田健雄/山田耕嗣

13:15̃13:30

平 成 2 4 年 l l  月登別市及びその周辺で
発生した冬期の大規模停電について
義 驚人:1l11111道開発技術センタ 讓連合田J内会 登別市総務部

繪 澤 重  ロ島海文昭 山 本 置 一

雪氷作業への新型路面センサの導入

義基在業発業課 議器望基式ロ会整検繁支社

岡 田 大 輝 / 四 本 木 久  中 村 貴 男

13:30̃13:45

大雪災害時における
スノーモービルの活用
東日本高速道路株式会社新潟支社湯沢管理事務所

鴻 江 雄 太 / 細 川 迭 男 / 岡 部 知 已 / 千 明 裕 之

除雪機械の情報化施工技術の開発

国士交通省北陸地方整備局北陸技術事務所施工調査 ・技術活用課

小 浦 方 彦 / 橋 本 隆 志 / 山 田 拓

13:45̃14:00

大雪時広域連携による除雪体制構築の
夕イムラインに対応した路面積雪状況の予測
国土交通省国土技術政策総合研究所道路構造物研究部

道路地震防11:1研 究 室 横 田 昭 人 / 片 岡 正 次 郎

サラウンドビューに よ る

除雪機械作業時の安全対策
株式会社ネクスコ ・ エンジニアリング北海道
東 忍 / 大 廣 智 則

14:00̃14:15

14:15̃14:25 休 憩 ( l 0 分 )

冬期の地域協働イぺントと連携した地区防災の取り組み
̃知床の全ての人が逃げ切れるまちづくりを目指して̃

基議護部コン 基議望基量部離ト口 業基事 業 学 響素整造需部 基常i:
金田武 神明義 桜井あけみ - ' ' ' 者'案理 大沼ll里子

旅客上家屋根電気融雪装置用積雪センサを活用
した最適制御システムの展開と効果について

難要講5者会社新潟支社 山容技要株式議i 営 業 部
原 宏 / s・1 部 真 季 / 船 山 花 穂  酢 ' ' / 徳 フ 透

14:25̃14:40

イン夕一ネッ トサイ ト「吹雪の視界情報」の
利用者アンケー ト結果について
国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所寒地道路研究グル プ
大久保幸治/原田裕介/武知洋太/大宮哲/高橋丞二/松澤勝

遠赤外融雪面の積雪深シミュレーションと
最適運転条件

議 業 差  離術科学大学 町田建設株式会社
十村 ,111'司 代 田 俊 登  町 田 敬

14:40̃14:55

暴風雪時の立ち往生に関する検討事例
̃暴風雪時の効果的な対応に向けて̃

里議基設業海離議保全課 離基基部ai保全部
L L 1 l 時 英 雄 / 管 野 圭  石 井 孝 典

寒中コンクリー ト工事の
合理化に向けた基礎検討

基業基法構灘線聽常機構 株式会社佐川建設 要事「学
谷 ロ 円 / 月 館 司 / 高 橋 光  佐 1 l 貴 康  活 幸 雄

14:55̃15:10

近年の降雪による速度低下や
交通障害発生に関する一考察
開発技建株式会社
佐 藤 吉 / 飯 田 雅 之 / 伊 藤 潤

関越道湯沢lCにおける酢酸系液状凍結
防止剤を用いたス夕ツク対策について
北海道日油株式会社
畠 友 昭 / 小 川 貴 / 中 地 章

15:10̃15:25

ポスターセッションスケジュール

10:00-11:30 展示のみ

11:30-13:30 担当者説明(コアタイム

13:30-15:00展示のみ

大雪発生頻度の簡易推定手法

国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所寒地道路研究グルー プ
雪氷チーム
松 下 拓 樹 / 高 橋 ・歩 / 高 橋 丞 二

道路情報板支柱の冠雪による
危険な落雪防止対策の検討
株式会社ネクスコ ・ エンジニアリング北海道
大 廣 智 則

15:25̃15:40

一回の暴風雪の厳しさを評価する
指標の提案に向けた取り組み
国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所寒地道路研究グルー プ

雪氷チーム _
原 田 裕 介 / 大 宮 哲 / 武 知 洋 太 / 同橋フ丞二

自鳥大橋の雪氷対策
̃積雪寒冷地ならではの用橋技術の紹介̃

国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部室蘭道路事務所
横 田 法 久 / 堀 田 l 陽 夫 / 佐 々 木 慎 一

15:40̃15:55

15:55̃16:05 休 憩 ・ 移 動  ( l 0 分 )

16:05̃16:15 総 評 ・ 閉 会 挨 拶  l -

8
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ふ ゆ トピア展示会
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概

ふゆトピア展示会では、積雪寒冷地における快適な冬の生活環境づくりや、防災力向上のために

必要な雪氷技術や情報などをブース展示により紹介します。企業・団体・行政の日頃の開発・研

究成果や技術に関する取組を発信し情報交流 ・ 発信の場とします。

と き  2020.1/23〇 10時00分 1̃7時00分

1/24〇 10時00分 1̃5時00分

と こ ろ  苫小牧市総合体育館

展 示 会 場
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住 所 宮城県仙台市若林区新寺l-2-23
T E L 022-297-6888

F A X 022-297-5024

担当者名 佐々木 智光

担当部署 パー トナ一事業推進部

E-m a il kankyou@ttk-g .co . jp
U R L http://www .ttk-g .oo .jp

TTKグルー プは、昭和30年の創業以来半世紀以上にわたり、東北地方

の情報通信設備の構築に携わってまいりました。現在は通信分野にとどま

らず、様々な可能性にチャレンジしています。そのひとつが「人にやさしく、

自然にやさしい」をコンセプトとした環境改善事業です。太陽光発電設備

構築や省工ネ照明設置工事等に加え、当社で開発した防風 - 防雪施設「T

T Kベルト式ネットフェンスlの販売事業を展開しています。

T T Kベル ト式ネッ トフェ ンス

樹脂製のベルトを格子状に組み合

わせたネットと各所にアルミ部材

を利用した、軽量コンパクトな環
境に優しいフェンスです,高所作

業が不要で、施工時の安全性向

上、負担軽減等、作業環境改善が

図 れ ま す , さ ま ざ ま な バ リ 工一

ションにより道路や各種施設を風

や雪から守り、より安全で快適な

環境を実現します。

十

住 所
T E L
F A X
担当者名

担当部署

E-ma i l
U R L

福井県福井市花堂南2-5- l 2
0776-36-0460
0776-36-0623
酢谷 告

営業部企画開発課

suya@yamada-giken .co . jp
www . yamada-giken .co . jp

雪から幸(ゆき)を創ることを目標に、冬期道路管理のための計測機器 ・ シ
ステムの開発 - 製造 - 販売を行つています,当社のセンサは、冬期道路 ・ 鉄道

の安全と効率化を支援しています。また、雪氷に関する大学や自治体等と

の共同研究を通し、新たなテクノ口ジー の創造にも積極的に取り組み、コ
ンサルティング業務も実施しています,

交通雪氷対策の最適なソリ ューション
を提供

①車載式塩分濃度システム:走行

しながら路面残留塩分濃度、路温、

車両位置を計測,濃度測定を連続

的に、安全に実施。②ロー ドアイ:

路面の性状(乾燥 - 混潤 - 積雪 ・ 凍

結)、温度、積雪深を道路横断的に

計測し 、「面」的な情報として可視

化。③パトロ ルビュ :車載カメ

ラ画像をリアルタイム伝送し、遠隔

P Cで確認可,画像、位置情報、K
Pをwebソフトにて表示。

住 所 北海道小樽市銭函3丁目263番地7
T E L 0 l 3 4-62-0033
F A X 0 l 34-62-0088

担当者名 内海 博行

担当部署 環境 ・ 新工ネルギ 開発部

E-m a il uchiumi@riken-kogyo .co. jp
U R L http://www . riken-kogyo .oo. jp

一1okomo

l )製造販売 防雪冊、防風冊、越波防」上相ll、防砂冊、立入防止冊、雪崩予防

相、各種防護相1l、高而1t食性めっき防雪板、飛砂防止相、視線誘導標、他道路

用資材

2)各種防雪、防風対策施設の設計、ロl欠雪、ロ次きだまり、視程障害現地調査

及び検討、数値シミ ュレ ション及びP I V解析などを含む風洞実験による

検証

「ワイヤ一口一プ用視線誘導標
(光るワイヤ一口一プ)」

線状の発光体をワイヤ一口一プに巻き

付けて光らせる、まったく新しい視線

誘導標です,特徴は

①従来の視線誘導標の点光源から、線

状の光源となるため、カー ブや路肩の

位置が確認しやすい,,

②発光体側面にLEDを当てて、l個の

L E Dで最大4mの線状の高輝度発光

が可能,,

③LED光を直視しないためグレアを防
止,またブルー ライトによる人体への

影響もない,,

④弊社の特許技術理研スピンドル⑧
により短日奇間で発光体の書付が可能,

住 所 札幌市中央区北1条西10丁目1番4号 北1条サンマウンテンビル8F
T E L O l l - 2 2 l - 7 7 3 6
F A X O l l - 2 2 l - 7 2 l 0

担当者名 田畑重昭 山内基彰

担当部署 北海道支店 営業部

E-m a il stabata@gaeart . oom mtyamauohi@gaeart.oom
U R L https://www .gaeart.com/

次の各種工事の調査、測量、企画、設計、施工、監理、請負ならびに技術

指導,,

①道路建設、舗装工事 ②土地造成、造園等の一 般土木工事

③電線共同溝設置等の管工事 ④河川、港湾工事 ⑤空港施設工事

⑥建築外構工事

⑦建設資材製造販売、新工法の研究開発

ガイアー トの凍結路面対策工法

①フル - ファンクション ・ ぺー ブ(F
F P):専用のアスファルトフィニッ
シャによって、舗装表面に縦清を

形成して、ブラックアイスバー ンを
抑制する工法。

②融雪プレキャスト版工法: コッ

タ一式継手によって舗装版を連結

する「高強度P R C版」に、融雪ユ
ニットを組み込んだコン ク リ ー ト
プレキャスト版工法。
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住 所 秋田県秋田市新屋勝平町l3-23
T E L 0 l 8 - 8 6 4 - 6 9 6 l

F A X 018-864-6992

担当者名 吉田 喜廣

担当部署 代表取締役 吉田喜廣

E-m a i info@yoshida-anny .com
U R L https://yoshida-anny .oom/

建物劣化調査診断

建物大規模改修工事及び防水工事

自社開発「オリコ 3l「ほあんかんSGl「ツヨシ3l製造 ・ 販売 - 工事

も う 、 つららで悩まない !

2017施工
北広島市輪厚

2019施工
横手市

つらら防止機能付き ドレン排水管凍結防止 ゼ口工ネ凍結抑制

折板雨相「オリコ一3」 ヒー ター 「ほあんかんSG」 排フ1,(管「ツヨシ3」

住 所

T E L
F A X
担当者名

担当部署

E-ma i
U R L

山形県山形市松原777
023-688-6000
023-688-4122
加藤 i1ll
営業本部企画開発部

w . kato@jgd . jp
https://www .jgd . jp/

当社は「克雪」「資源開発」「環境工ネルギー 」を事業の3本柱に据え、地下水

の有効利活用のための研究開発を進めています,克雪事業では、地下水

熱 ・ 地中熱等の再生可能工ネルギー を利用し、歩車道等の路面消雪と、1東結

防止を行う「無散水消融雪システム」の設計 ・ 施工 - 維持管理まで、 トー タル
サポー トしています,環境工ネルギ一事業では、地下水熱を冷暖房システ

ムの熱源として利用する技術の研究開発に取り組んでいます,

帯水層蓄熱冷暖房システムを
はじめとした地下水熱利用の取組紹介

帯水層蓄熱冷暖房システムとは、地 設i _
下帯水層を蓄熱格とみなし、2本の ' ' l 、3
井戸(温熱蓄熱井 , 冷熱蓄熱井)を年

周期的に交互利用して、冷房時は暖 :'ii . '
房で蓄えた冷熱を、暖房時には冷房 L実互算月

で蓄えた温熱を利用するシステムで -
す,無散水消融雪施設との八イブ j 0 一
リッド利用により、更なる高効率イヒ1 , lsjj:j
が実現できます。 ' -
当社ブー スでは、当社の無散水消融

雪施設の施工事例も紹介致します,

-l -1i

住 所 004-8512  北海道札幌市厚別区大谷地西5丁目12-30
T E L O l l - 8 9 6 - 5 2 l l

F A X O l l - 8 9 6 - 5 888

担当者名 緒畑 和也

担当部署 道路事業部 事業続括課

E-ma il k .obata .aa@e-nexco .co .jp
U R L http://www .e-nexoo .co. jp/

NEXC0東日本グルー プでは、北海道の冬期間における厳しい気象条件

におし、て、雪氷の最新技術とノウハウを最大限に発揮して、安全 ・ 安心 ・円

滑な交通を確保し、お客さまに満足していただける高速道路空間とサー

ビスの提供に努めています,

̃安全 ・ 安心を実現する雪氷技術̃

凍結防止剤最適自動散布システム=1>

路面状態を自動計測、散布量を算定し

オー ト散布

除雪機械サラウンドビュー モニター

=1>章両周辺を俯鐵的に映像化、作業

安全が向上
道路画像配信システム=1> 巡回車に搭

載したWEBカメラで道路状況をリア
ルタイムで送信し、W E B上で視程状況

を表示
降積雪量計測W E Bシステム='光波式

積雪深計で自動計測、記録保存-_
_

・ ・ __ h -'l二:l ' -ー ,3- -

t.

準天頂衛星を利用した除雪作業章の

運転支援システムの開発=;1,,測位シス
テムと地図情報により作業をガイダ
ンス

住 所 茨城県稲敷郡美浦村郷中280l-l
T E L 029-885-8 l 48
F A X 029-885-8 l 5 7

担当者名 野口 純也

担当部署 事務局:(株)佐藤渡辺 技術研究所

E-m a il noguohi-junya@watanabesato .co . jp
U R L http://www .touketsu-giken .com/

凍結if口制舗装は冬期の道路における交通の安全確保のため、路面管理を

舗装面から補う工法のひとつです,当研究会は凍結抑制舗装を健全に普

及させていくために施工技術の向上、評価方法の確立等を目的として

l996年7月に設立され、現在、道路会社を中心にll社から構成されてい

ます。

凍結抑制舗装技術の紹介

、,東結抑制舗装は、これまでに様々 l 、
な種類の工法が開発されており、 し
寒冷期における道路交通の安全●

確保や除雪効率の向上を目的とし . -_ 一、°'jl'l
て凍結抑制機能を持たせた舗装 k
です。20l9年3月末現在で施工 ' ' , .

実績は累計約669万m2に連して

います, '
今回は、凍結抑制舗装を4系続に a
分類したl5種類の工法をご紹介 ,
いたします,

住 所 〒6 l 0 - 0 1 9 2  京都府城陽市寺田新池36
T E L 0 7 7 4 - 5 5 - 8 l 8 l

F A X 0774-58-2034

担当者名 吉島 裕登

担当部署 事業戦略本部 事業企画部 事業企画課

E-m a il info@seiwa .co . jp
U R L https://www .seiwa .oo . jp/

当社は、ウォ ー ター パー ルの名で親しまれてきた防水 - 防爆形などの

産業用照明器具、関門トンネルへの納入にはじまるトンネル照明器具

力ツチングダクトに代表される樹脂製品、道路情報に代表される情報

表示システムなど各事業分野において実績があります。

光と情報のテクノ口ジーで、 暮らし
の中に安心と安全をお届けします。

〇LEDトンネル照明

〇全天候

リチウムイオン電池式無停電電源

装置 Lio-UPS]]I
〇自発光スノー ポー ル

(ヒー タ一付き) --開発中

その他開発品

スノー ポー ル(ヒー タ一付き)一開発中

吹雪、地吹雪、霧等の多発する道路の路肩、中央分離帯の

明示に優れた誘目性、視線誘導効果を発揮します,

住 所 北海道札幌市清田区里塚2条635
T E L 0 1 1 - 8 8 l - 6 6 l 2
F A X 0 l 1 - 8 8 2 - 1 3 5 3

担当者名 亀谷 和正

担当部署 販売支援管理部 地区支援課 雪寒支援グルー プ

E-m a il kameya_kazumasa@jpncat .com
U R L http://www .nipponcat . oo .jp/

キ ャ タ ピ ラ一建設機械の販売及びサー ビスをご提供する日本キャタピ

ラー ,油圧ショベル ・ ホイー ル口一ダ ・ ブルドー ザ等の建設機械はもちろ

ん、油圧ブレ一力などのアタッチメント - 大型発電機も取扱しております。

中古車や レンタル(除雪口一ダ も ) ・ 現場用品まで、お近くの営業所までお

気軽にお問合せ下さい,

日本キャ夕ピラーの親雪ソリューション

グ レ ー ダ 概 念 を 覆 し た C a t

l2M3-AWD,ハンドルを無くした

レバー ステアリング、そして6輪駆

動。疲労度が少ない操作性は運転

手様から高評価を頂いておりま

す,l2M3の様々な仕様をパネル

紹介します,人を見分けて瞬時に

警告する人感センサ カメラや除

雪 ナ ビ 等 も 実 機 展 示 し 、 親 雪 ソ

リュー ションをご提案します,

一 _,,,'ii
*写真は海外仕様

住 所 長野県長野市田町2l20-l /長野県長野市三輪 l - 8 - l 4
T E L 0 2 6 - 2 3 2 - l l 4 5 / 0 2 6 - 2 6 6 - 0 7 l 0
F A X 0 2 6 - 2 3 2 - l l 9 0 / 0 2 6 - 2 6 6 - 0 8 4 5

担当者名 菊地 華奈子/黒岩 敬正
担当部署 営業部

E-m a il kkikuchi@wise .co .jp/tkuroiwa@wise .co . jp
U R L http://www .wise-pds .j p//ht tp ://www.wise .co .」p/

ワイズグルー プでは、施工管理ソフトの開発 - 販売や経営状況分析業務な

ど、建設業関係に携わる方へ向けたサー ビスを展開しております,「G P S
除雪管理システム」は、除雪作業時にスマー トフォン等のG PSセンサー よ

り 得 ら れ る 位 置 ・時刻情報を解析し、稼働時間を自動集計することで、雪寒

路線内外の稼働費集計や予算管理の効率化を実現,タコグラフ自動解析

機能も併用可能。マルチデバイスで受発注者双方の事務軽減に頁献いた

し ま す ,

除雪費精算・予算管理業務効率化
ソ リ ューション

「タコグラフ/GPS除雪管理システム」
①GPSデー タ取込やタコグラフチャー

ト紙にも対応

(タ コグラフマネー ジャはNET S登
録技術<HR-l20020-A>)

②稼働 ・ 休止時間の自動解析および稼

働路線のマッピング
③除雪日報および稼働時間集計表を

Excel形式で出力
④路線ごとの稼働時間を自動集計、予

算管理も楽々
⑤機械除雪以外の情報共有も可能

一一一・-
．一一
l
-

:

i

．
-

12



国2o2o1:l,、i:l)l-liア・つェア l nとまこまい ふゆトピア展示会

13

十

住 所 北海道美ロ貝市光珠内549番地
T E L 0 l 2 6 - 6 7 - 2 2 l l

F A X 0126-62-11 l 4

担当者名 中地 章

担当部署 営業部

E-m a i a . nakachi@hnof .co .jp
U R L https://www .hnof .co .」p/

弊社は平成6年に北海道美ロ貝市に設立された化学品の製造会社です,塩

素を含まない、環境に優しい凍結防止斉l1「力マグ」とその散布装置「オー ト

力マグJ ETシリ ズ」を製造 ・ 販売しております。

現在、多くの道路管理者様に、弊社の「力マグ」とその散布装置をご採用戴

き、冬期の雪氷路面管理に役立てて載し、ております,

環境にやさしい酢酸系凍結防止剤「力マグ」
とその散布装置「オート力マグJ E T」

環境にやさしい酢酸系液状1東 結

防止剤「力 マグ」とその散布装置

「オー ト力マグJETシリー ズ」
散布装置「オ ト力マグJ ETシリ

ズ」は、導入戴く道路の状況に応じ

て、ミニタイプ、分離タイプ、標準タ

イプ等の各種システムをご用意し
て お り ま す 。

住 所 北海道登別市富浦町223-l

T E L 0l1-370-3232(札幌事業所) 0143-80-2233(登別事業社)
F A X O ll-370-3233(札幌事業所) 0l43-80-2232(登別事業社)
担当者名 小森 仁

担当部署 建材事業部 札幌事業所(北広島市)

E-m a i komori@rande .co . jp
U R L http://www . rande.co . jp/

【REメルト】積雪寒冷地での次世代型雪対策として、これまで捨てられ

ていた廃熱 - 未利用熱から得た20℃程度の低温域空気を路面に直接放出

して効率よく雪を融かすeco融雪システムをご紹介します。

【融雪制御システム】Webカメラで融雪機器を効率よく自動で制御する

高性能融雪制御システムを開発しました,特殊な撮影方法と画像処理技術

を用い、路面の降雪、積雪状況を高精度で判断し制御します,(2020年秋

発売予定)

E C 0融雪と高性能制御システムで
持続可能な雪対策に貢献します

l低温域空気を活用した次世代型

eco融雪「R Eメルト」
2Webカメラ+画像処理技術を用

いた高性能融雪制御システム

「SMCH」
3瓦を用いたポー ラスコン ク リー ト

環境舗装材「GXP」
4透フ」'<性無機環境性舗装材「ドライ

ウェイ」
低音域空気を活用した次世代型

e c o融雪「R Eメルト」

住 所 T 060-006l 札幌市中央区南一条西6丁目旭川信金ビル7階
T E L O l l - 2 5 l - 5 8 4 4

F A X O l l - 2 5 1-5835

担当者名 米田 雄

担当部署 営業部

E-ma il yoneda@wni .com
U R L https://jp .weathernews .com/

世界最大規模の民間気象情報会社としまして、海運 ・ 航空 - 道路 - 鉄道など

の交通気象に加えて、流通 ・ 物流 - 工ネルギ一気象をはじめとした、陸 ・ 海 -
空の40を超える市場を支える気象サー ビスを提供しています,北海道に

おきましては、道路 ・ 鉄道などの交通事業者やテレビなどの放送事業者向

け業務支援を中心にサ ビスを提供しています,

最先端の気象予測技術や雪氷対策
支援取り組みをご紹介します !

近年の気イ美変動や極端気象を

テー マに、最新の「気象技術(観測 -
解 析 ・ 予測)」と「道路管理者 ・ 道 路

利用者向け道路気象支援サ ビ
ス」をご紹介します。とりわけ、暴

風雪(強雪 ・ 吹雪 ・ 地吹雪)などにお

ける、「安心安全で安定的な交通確

保」に向けた支援サー ビスや取り
組みの最前線をご案内します,

一一一一'・◆
一一

住 所 T 206-004l東京都多摩市愛宕4-6-20
T E L 042-400-0373
F A X 042-400-0374

担当者名 櫻井 元樹

担当部署 営 業 l 部

E-m a il sal<urai@irsystem .oom
U R L https://www . irsystem .com

赤外線を中心とした光学機器 ・ 部品のェキスパー トです,産業分野、セキュ
リティ、医療や学術研究など、様々な分野に向けて、20年以上にわたり世

界の最先端技術を紹介しております。計測 ・ 測定装置から構成部品まで幅

広く取り揃えております,また、豊富な技術力を生かし、光学測定サー ビス
や自社製品開発を行つております。修理 - メンテナンスやカスタマイズなど
のサポー ト体制も充実しております,

赤外線光センシング技術を用いた路面センシングと
雪氷路面作業に向けたG ISの運用

主な出展製品は2つあり、ひとつは

超小型で安価な視程計で、霧雨雪を

判別し視程値を出力します,気象観

測のみならず、視程状況による機器

類の制御に活用できます,,

ふたつめは路面センサー で、車載す

ることで走行中の路面状態と摩擦係

数のデ タを取得します,プロ ブ

情報として、路面状態の地図デー タ

が作成可能です,

住 所 岩手県奥州市水沢工業団地l丁目l番地
T E L 0 l 9 7 - 2 4 - l l 6 l

F A X 0 l 9 7 - 2 4 - l l 6 9

担当者名 長谷 守

担当部署 帯広営業所

E-m a il t-honsya@toa-lease .com
U R L toa-lease .com

東亜リ ー スは、地球環境に対応すべく除雪機のレンタルをおすすめしていま

す。除雪機をレンタルする事で管理費、修繕費の出費を改善し、少しでも地

域のお役に立てればとニ ズに合わせた商品をご提案出来る様取り組ん

でおります,

除雪機の準備は大丈夫!?
除雪機はレン夕ルが安心!

除雪機のリ ー ス ・ レンタル
を提案いたします。

ミニロー ダー 、 低 床 口一

ダ 、小型から大型までの

各種ドー ザー 、モー ター グ

レー ダー のン夕ル,,

大型ロー タ リ ー リ ー ス新
しく効率の良いマシンを
取り揃えております,

住 所 札幌市中央区南2条西7丁目5番地6 第3サントー ビル8階
T E L O l l - 2 7 2-3540
F A X O l l - 2 7 2 - 3 5 5 0

担当者名 寺島 裕美

担当部署 事業部

E-m a il terashima@snow-eaters .com
U R L https://www .snow-eaters .com/

雪研スノー イー ター ズは、時代の変イヒに伴う新しいニー ズにも的確かっ柔

軟に応えていくために、会社設立当初の専門分野だけにこだわることな

く、新たな分野も積極的に切り拓いてまいります。そして、よりよい社会環

境の創造を支える技術とサー ビスの提供に誇りと気概を持つて、これから

も社会に大きく貢献してまいりたいと考えております,

防雪分野の数値シミュ レーショ ン
技術をリー ドします

- 吹雪シミュレー ション技術

吹雪による視程障害 ・ 吹 き だ ま り 状 況 を

予測し、防雪対策施設の効果を再現しま

す。

雪月一月シミュレー ション技術

吹雪シミュレー ション技術を活用して立

体的に表現し、流下状況を計算します。

移動気象観測車

車で移動しながら、風向 ・ 風速、気温、視程

を連続的にリアルタイムで計測すること

が で き ま す , 数値シミュレー ション

・・
住 所 北海道札幌市北l>'l;1ヒ10条西l丁目l0番地l MCビル4階
T E L O l l - 7 2 7 - 7 0 0 3
F A X O l l - 7 2 7-7004

担当者名 笹原 山麦1太
担当部署 新事業開発部

E-m a il sasahara@elcom-jp .com
U R L http://www .elcom-」p . com/

機械式立体駐車場の設計 - 製造 ・ 販売、駐車場パレットヒー ティング工事、

而1l雪型コインパー キングの設計 ・ 製造 - 販売、遠赤外線融雪装置の製造 - 販
売、 ゴミ処理 ・ 圧縮装置の製造 ・ 販売、発包スチロー ル減容機の製造 ・ 販売

発泡スチロー ル、廃プラスチックぺレット燃料化装置の製造 ・ 販売、省力化

機械の製造 ・ 販売

次世代融雪・照射型スポット融雪

遠赤外線融雪装置『解けルモ』

スポットライトのように上から照

射して雪を解かす装置です,,

ポ ルや壁に取り付けて電気配線

工事のみで活用できます。

遠赤外線の力で融雪,スポット的

に安全対策を行います,,

降雪センサー での制御で、冬期の

安全対策、更には少人化対策にお

動めです,

住 所 T 060-0042北海道札幌市中央区大通西13丁目4-101レジディア大通公園3F
T E L 011-209-2410
F A X O l l - 2 0 9 - 2 4 l l

担当者名 田野 卓也

担当部署 公共ビジネス事業部

E-m a il takuya .tano@ndsoft .jp
U R L https://www .ndsoft .jp/product/municipality/snowpow /

当社は自治体様向けソリュー ションとして除雪中運行管理システム及びデ

マンド交通システムのクラウドサー ビスの企画 ・開発 ・ 販売およびソフト

ウェア運用支援 ・ ソ フ ト ウェア保守サー ビスを提供しております。北海道

/東北の自治体様を中心に40件以上の導入実績と50件を超える実証

実験(l、ライアル運用)を実施しております。

GPSを活用した除雪車管理システム
で業務の効率化を実現 !

除雪車にスマー トフォンを搭載し

GPS機能を使用して運行管理を

行います,リアルタイムで運行状

況の把握ができ除雪作業の見え

る 化 - 効率化を実現します,G P S
情報を解析し日報や請求書の作

成 も 可 能 と し 事 務 作 業 の 軽 減 を

図 る こ と も 可 能 で す , ま た ホ ム
ペー ジでの一般公開も対応し住

民 サー ビスの向上に葉がります,

l -・一 l・ ' l ・- l .l ・・- : ' l l ・ l・l . l・

◆i ,置
, ・ - - -・ ,

田 a
」f j. ・'1'' --M

-一 理 -

、ll'、__ l ?
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住 所 〒247-8550神奈川県鎌倉市台2丁目 l 9 番 l 2 号
T E L 0467-43-7755

F A X 0467-43-3599

担当者名 松崎 大輔

担当部署 営業部

E-m a i matuzaki@sta r .dnt.co . jp
U R L http://www . sinloihi .co . jp

弊社は望光色を有する製品を製造販売しているメ一カー となります,望光

色は視認性が高く、危険個所の注意喚起や目印などに非常に効果的です。

製品は塗料やスプレ 、フィルムなど様々な形態で用意しており、暗所で

光る書光や高反射材料と組み合わせ、より高性能な機能性製品を提案す

ることも可能です,弊社ブー スにてその特性を是非ご覧いただければと思

います,

安全対策に鮮やかな蛍光色を

雪に直接吹き付けられる「蛍光ス

ノー スプレー 」を展示いたします,

使用している原材料は全て環境に

優しいものであり、とても扱いや

すくなっております。また、転倒防

止のための透明塗料「ルミノグ

リップ」は素材の意匠性を活かし

ながら防滑使用に出来る画期的

な製品となっております, - :l:li.i'・j- -

住 所 東京都港区港南l -8- l 5Wビル6F
T E L 03-5782-27 l 3
F A X 03-5782-2737
担当者名 藤田 光宏

担当部署 計装営業統括部 事業企画部

E-m a i mitsuhiro .fujita .mf@」p .yazaki .com
U R L http://www . yazaki-group .oom

弊社は50年以上に渡り、タコグラフやドライブレコー ダー などを開発 - 製
造 - 販売している企業です,除雪の管理としましては、作業状況管理セン

サー による作業実態(実作業/回送)の把握を行い、除雪費全体の削減に

貢献できるシステムを開発しています。トラック ・ バスの車両におきまして

は、エンジン回転管理機能による燃料の削減とC02排出量の削減が可能

であり、ドライブレコー ダ一機能による常時映像の記録にて、事故等の対

応の迅速化と、未然に予防ができる機能を開発しております,,

除雪車における業務の効率化、安全面、
環境面で貢献できる車載管理システム

〇出来形車載管理装置〇次期型

施工記録計

(除雪車における業務の効率化と

安全面、環境面で頁献できる車載

管理システム/除雪車両の位置

情報や作業 - 状態情報のリアルタ

イム管理とドライブレコー ダー を
活用した映像取得による作業状

態の見える化を実現可能としたシ

ステム)
〇除雪集計システム

i

、一 :一一 ，g

住 所 北海道札幌市中央区南l条西l l 丁 目 3 2 7 番 2 6 号
T E L O l l - 2 l l - 6 7 6 l

F A X O l l - 2 l l - 6 7 6 l

担当者名 松田 正
担当部署 北海道営業所

E-m a il matsuda@proteng .co .」p
U R L https://www . proteng .co . jp/

弊社は、自然災害に挑戦する企業として、落石 ・ 崩壊土砂 - 雪崩から、道路や

建物を護るため、対策工法の開発から設計、施工、資材販売を主な事業と

しております。口一コストで自然に調和し、地球環境に優しい工法を開発

し、設計から施工、資材販売まで一買したサー ビスを提供する体制を整え
ております.

安全の創造 ̃落石・崩壊土砂・雪崩
自然災害に挑戦し続ける企業̃

弊社の雪一崩iB対策工法は、地盤改

良や掘削をほとんど必要とし

ない自然環境負荷低減型です。

雪崩の発生を未然に防ぐ予防

相E工や予防杭工、雪崩の衝撃力

を受[:1止めることができる防

護相E工や、防護擁壁工など、用

途に応じた雪崩対策工を開発 ・

販売 ・ 施工をしております。

_● 「f

住 所 〒57l-0008大阪府門真市桑才新町33-9
T E L 06-6908-6930
F A X 06-6908-9865

担当者名 上田 裕之

担当部署 営業本部東日本工リア東京営業所

E-m a il h .ueda@nikkei-mfg .oo . jp
U R L http://www .nikkei-mfg .co . jp/

モー ター を使用しないLED回転灯 ・ 警告灯や昼間でも視認できるパヮー

LED車載用警告灯、無線遠隔操作仕様のLED回転灯などを開発 ・ 製造し

ています。

主要営業品目:LED回転灯、電池式警告灯、積層灯、音声報知器、ソー ラー

照明、車載警告灯及び照明、遊技場向けデー タ表示装置、その他電子応用

機器の設計及び加工,

除雪車両など車載用警告灯・表示灯で
安全・省力化をバックアップ

車 載 用 警 光 灯

( N Y 9 3 5 6 - 3 N Y ・

N Y 9 3 6 6 - 0 8 7 Y -
NY9358Y)、車載用パワー フ
ラッシュ各種、車載用照明灯 -
前照灯パワー ライト各種、電池

式電子発炎筒二コ八ザー ド、電

池式パワ L E D回転灯二コ力

プセル高輝度 ・ 二 コ U F 0
might、パワー LED回転灯二コ
トー チ160高輝度

住 所 新潟県新潟市中央区鳥屋野432
T E L 0 2 5 - 2 8 4 - 2 l 0 0

F A X 025-282-3374

担当者名 山田 秀行

担当部署 営業部

E-m a il yamada@nais2l .co.jp
U R L https://www . nais2l .co. jp/

航空測量を核に、測量 ・ 調査、3D計測、保安林解除申請等、国 - 自治体向け

サー ビスなど幅広く事業を展開、高品質な空間情報 ・ G I Sソリュー ションを
提供しています。最新機器を使用した測量や調査を行い、得られた成果の

加工や分析を行うことで、高精度な3次元デー タや地図を提供していま

す,地理情報システムの開発も行つており、測量成果から作成した地図を

利用することで、「測量技術 x地理情報システム」を融合させた革新的な
「測る」に取り組んでいます。

GPSを使つた除雪車連行管理、
除雪費集計

除雪車運行管理システム(除

雪集計システム)は、スマー ト
フォン、GPS口ガー 、当社独自

開発の専用端末等を使用し、

除雪車等の移動軌跡と除雪路

線で解析を行い、除雪費の自

動 計 算 を 行 い ま す , 1 4 自 治

体、除雪車等5 ,500台が稼働

中です,また、その他各種G IS
製品、レー ザ計測サー ビス、測

量関連もご紹介いたします,

住 所 石川県金沢市古府3- l 2

T E L 076-269-8522
F A X 076-269-8502

担当者名 檜 章;宏

担当部署 電機部

E-m a il a-hinoki@hokuryodenko .co . jp
U R L https://www . hokuryodenko .co . jp/

弊社は三菱電機および三菱重工業の代理店として電気 ・ 電子機器の販売、

各種制御機器、コンピュー タ関連及び周辺機器、CATV関連機器等の開

発 ・ 製造、および官庁や民間の建設業設備工事を行う総合商社です,,

企画から設計 ・ 施工、メンテナンスにいたるまで、ソフトとハー ドの技術力

でさまざまなニー ズに即応し、ユー ザー の多種多様な要望に対し最適なシ

ステムを提供します,

地方が抱える課題をlljTで解決
除雪車運行管理システム「スノプ口アイ」

除雪車にGPS端末を搭載し、除雪

車の位置情報や軌跡確認、カメラ

に よ る 道 路 撮 影 等 を 行 う こ と で 、

自治体の除雪業務の見える化が

可能です,イt業後の報告書や請求

書作成も自動化することができ、

運行管理業務を効率化するシステ

ムです。

また閉域網と呼ばれるネットワ ー

クに直接繁がれていない広域通
信 ネ ッ ト ワー クを使用し 、災害等

L l『 ' ---=- __
の通信の混乱が予測される有事

の際でも確実な通信を実現しま
す 。

2020 Fuyu †opia in Tomokomoi

住 所 東京都中野区本町l-32-2八一モ二一タワ一 l 7 F
T E L 03-5354-335 l
F A X 03-5354-3353

担当者名 原澤 辰史

担当部署 loT事業企画室
E-m a il info-iot@axelmark . net
U R L https://www .axelmark.oo . jp/

インター ネット事業で培つたノウハウを活かし、loTソリュー ションを各分

野で展開、様々なニー ズに応えた製品の企画、開発、販売を進めておりま

す,

loTの技術を用いて、今まで人手をかけ目視で確認していたものや、今まで

見えなかったものをセンシングし可視化、デ タ化することで、新しい価

値を創出します

除雪のl(jTセンシング̃見回りが不要に。
除雪に「働き方改革」を̃

- 簡易設置ができる通信機能内蔵

の積雪深センサー

・ シガー ソケットに差すだけで稼

働する除雪車動態管理システム

など除雪に関わるloT製品の開発
をしております。

システムも一体で開発しており、

積雪深センサー は2020年度の
商用化に向け、実証実験も行つて

おります。

・・
住 所 札 幌 市 東 区 北 l 8 条 東 l 7 丁 目  l - l
T E L O l l - 7 8 0 - 2 8 l l

F A X O l l - 7 8 5 - l 5 0 1

担当者名 長沼 -1,-1樹
担当部署 技術管理部

E-m a il y .naganuma@koken-e .co . jp
U R L https;//www .koken-e .co .jp/

当社は、「北の大地から、安全 - 安心で豊かな社会づくりに貢献する」を経営

理念に掲げ行動する、道路 ・ 橋梁 ・ 防災 ・河川 ・ 環境 ・地質調査のコンサルタ
ントです。

北の大地で培つたさまざまな技術や経験を生かし、北国に住む一人ひとり

の方々が、安全 ・ 安心で豊かな暮らしが維持できるよう、地域を結ぶ交通体

系や環境整備などに関する、様々な支援策を提案しております。

北のみちの安全・ 安心をサポー ト

■パネル展示 li i__ 、f :,

ソイルバンパ 、口 ドビュ ワ、 -E- ,-
移動式定点撮景jシステム、リモー _; _,t' '̃'

ト モ _ 夕 リ ン ク ンスァム(RMS)、 ., ;1:'i; .
移 f「観測車両、冬期雪氷調査 f , f ' 'I -i,
■展示物 . .
雪氷調査備品類他 ' J J . '、1 ,“ ;;,二'り l 'f f'' '''・
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住 所 新潟県新潟市中央区新光町6-l

T E L 0 2 5 - 2 8 l - 8 8 l 6

F A X 025-28 l -8835

担当者名 藤野 丈志

担当部署 水工部

E-m a i t-fu」ino@kowa-net.co . jp
U R L https://www .kowa-net.oo . jp/

株式会社興和は、快適な生活と豊かな自然環境の保全の両立をテー マに、
地域社会をより安全快適なものにしながら自然環境を守る、防災減災 ・ 環

境工ネルギ ・ インフラ管理の各技術を提供しています,績雪寒冷地で

は、ク リー ン工ネルギー - 再生可能工ネルギー を活用した消融雪施設の施

工とその技術開発、及び雪月崩等の防災に取り組んでいます,

雪国の暮らしを支える
環境に優しい消融雪施設

〇融雪施設

地中熱や下水熱など再生可能工ネ

ルギー を活用した、環境に優しい

消融雪施設と制御技術を紹介し

ます。

〇設備管理 - 雪月一月検知システム

雪月崩の兆候を素早くキャッチする

雪l111月検知システムと、消融雪設備

や排フ」'<設備などの遠隔操作 - 監視

システムを紹介します。
下フK熟交換方式融雪システム

17

住 所 福岡市中央区大名2丁目ll - l 3
T E L 0 9 2 - 7 9 l - 5 3 l 8
F A X 092-79 l - 5289
担当者名 山本 龍之介

担当部署 営業部

E-m a i yamamoto@rensei-jp .com
U R L http://www . rensei-rakuraku .oo .jp/

20l7年5月に有機融雪剤の開発、輸入販売を目的に、マウ ン トェナジー

ジャパン株式会社(福岡県福岡市中央区)の完全子会社として事業を開始

する,,

環境に優しく、融雪効果に優れた植物性有機融雪剤の販売及び代理店の

展開を予定。

非塩素系融雪剤における腐食や請(さび)等への環境への影響を排除でき
ま す ,

植物性有機融雪剤

弊社の商品は有機融雪剤です,塩素

類凍結防止斉」とは違い、植物の稲わら

の生物化学反応からできています,自

然分解が可能なため、植物への配慮は

もちろんですが、路面 - 鋼鉄 ・ コンク
リー ト等の道路や橋への腐食性が極
めて低いのが特徴です,植物由来のト

ウモ口コシを原材料とした凍結防止

斉」 ・ 融雪剤で、日本国内の検査機関に

おける工場排水試験、皮膚一次束」激
試験、滑り抵抗値試験等をクリアし安

一- - .-
全基準に適合しております,,

人体や植物、皆様の愛車やぺット等、

様々な間題と環境への配慮をクリアし

たこれまでに無い安全で且つエコでク
リー ンな商品です,

住 所 〒 2 2 4-0023神奈川県横浜市都筑区東山田4-4 2- l 6
T E L 045-590-556 l
F A X 045-590-557 l
担当者名 松本 英嗣

担当部署 営業技術部

E-m a il eiji .matsumoto@threehigh .co . jp
U R L http://www . threehigh .co .」p/

スリー ハイはシリコンヒー ター の製造に特化した企業です。金属ヒー ター

にはないフレキシブルな面状発熱体で、薄い、柔らかい、l校からの自由設

計。東結防止から20 0℃加熱まで可能な多用途ヒー ター ですので、さまざ

まな企業 ・ 教育 - 研究機関にご利用いただし、てし、ます。「ものを思う,ひとを

思う,」その理念通り、規格品ではないからこそのきめ細やかな対応を心

がけています,

雪のお困りごと解決いたします

弊社は産業用ヒー ター を製作しております,,

凍結防止や融雪など、現場のお困りごとを解決

するのが弊社の使命です,,

お客様のご1希望の大きさ、形状でヒー ター を製

作いたします,,

安全にヒー ター をお使いいただけるよう温度コ
ント口一ラー 、断熱材もご用意しております,

製品名:缶ヒー ター

(ドラム缶、ペー ル缶、一斗缶用)

説明:缶を直接温めて、溶剤を扱いやすくします。取り付けはワンタッチ、

温度調節機能付き。

■■■■■■

ウポポイ
NATI〇NALAINUMUSEUMand1'A11lJ111

民族共生象徴空間

ウポポイ 開設PRアンパサダー さ か く ち  、 な 、'、'、
AKB48チーム8北海道代表 坂口 渚沙

l _

/ l

ウポポイ (民族共生象徴空間) とは
私たちの国の貴重な文化でありながら存立の危機にある

アイヌ文化の復興 ・ 発展のための拠点となるナショナルセンターです,,

豊かな自然に抱かれたポロト湖のほとりで、アイヌ文化の多彩な魅力に触れることができます

利用案内

国立アイヌ民族博物館
アイス民族の視点で語る

多彩な展示で歴史や文化を紹介します.

国立民族共生公園
古式舞開の公演や多様な体験プログラムを

通じてアイヌ文化を体感できます.

札幌から約1時間、
新千歳空港から約40分の好アクセス。 旭川'
※高速道路又は特急列車利用の場合国m 約1時間40分 小 ' M 幌

薄要 約2時間 洞::- j苫議言牧歳空港

要 約1:間45分 室講'j・i白老※上記時問は、ll'1・です,乗換え時間は ?みません,,

用 細 函館

https://ainu-upopoy .」 p / 画 # ・

期間

4 月 2 4 日 ̃ 7 月 l 9 日

9 月 l 日 ̃ l 0 月 3 l 日

営業時間

平日 9 : 0 0 ̃ l 8 : 0 0

土 日 祝 日 9 : 0 0 ̃ 2 0 : 0 0

個人

l , 2 0 0円

団体(20名以上)

960円大人

高校生 600円 480円
7 月 2 0 日 ̃ 8 月 3 l 日 9 : 0 0 ̃ 2 0 : 0 0

l l 月 l 日 ̃ 3 月 3 l 日 9 : 0 0 ̃ l 7 : 0 0 中学生以下 無料 無料

※休業日/月躍日(祝休日の場合はその要日以降の平日)および年末年始(12月29日̃1月3日) ※博物館と公園の共通券(博物館の特別展示や部の体験メニュ ーを除く)

田 多言語対応●バリアフリ一対応 無料Wi-Fi

l*l北海道 問合せ先/北海道環境生活部アイヌ政策推進局アイヌ政策課0l l -2 0 6-6 4 7 3

18
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- ? 、 ^ l , - 'i =' ^ 、 e - ・ . 、士 ・
展 示 ・ 実演 -T・:s 除雪機械の展不 ・ 実 演 -riを通して取先リ而の技術を紹介し、除雪機械・装置の技術革新や除雪事業

概 要 の取組について、理解していただくことを目的に開催します。

と き  2020.1/23 '困 l 10時i0分 1̃ li時00分

1/24 l
l l:!■
言 =_ l 10時00分 1̃5時1i,0分

と こ ろ 出光カルチャーパーク グ ラ ウン ド

会 場 案 内 図

(市民文化公園)

(23日)
AM l l : 0 0 ̃ l 2 : 4 5
PM l 3 : l 5 ̃ l 5 : 0 0

(24日)
AM l 0 : 30̃ l 2 : l 5
PM l 3 1 0 0 ̃ l 4 1 4 5

(株)N I CHl J 0
飛意,特装(株)

新潟トランシス(株)

フォレストテクニツク(株)

矢野口自工(株)

( 株 ) 力 ナ モ ト
北海道開発局

ロー タリ除雪車 HTR308A 2 . 2m級
B o s s ス ノー プラウ、Hal<oマルチ力一、Hakoシティマスター

/小 型 除 雪 車 NR 84 N R 8 4
オイルクィック クィック力プラー

スノー プラウ除雪車(ラドック)

タイヤショベル(接角空防止センサ 付)、ダンプトラック

口一タ リ 除 雪 車 ( i - S  n o w仕様)

l 競 技 会 l 胆振、日高地区等の除雪作業に携わるオぺレ一夕の方 が々運転技能を競い合い、除雪技術の向上やオぺ

概 レ一夕同士の情報共有を目的として開催します。普段見ることがない迫力ある除雪車の操作を間近で見要
ていただき、来場者の皆様に除雪作業の重要性や技術力の高さを理解していただけるものと思います。

と き  2020.1/24e 13時00分 1̃5時30分
と こ ろ  苫小牧市総合体育館 駐車場

会 場 案 内 図 l

第4回
除雪車チャンピオンシップ
【競技種目】

〇機械の点検
〇操縦性
〇ブレー ドの操作性
〇路側追従性
〇車庫入れ

ヨi

住 所 札幌市北区北8条西2丁目第l合同庁舎

T E L O l l 7 0 9 2 3 l l

F A X 0 1 1 - 7 0 9 - 2 1 4 3

担当者名 高本 敏志

担当部署 事業振興部 機械課

E-m a il takamoto-s22aa@mit .go .jp
U R L https://www .hkd .mit .go . jp/ky/jg/gijyutu/splaat0000010dmm . html

北海道では、近年の異常気象等による通行止め回数や時間が増加傾向に

あ る 。一方では、全国に先馬区けて人口減少および高齢化が進んでおり、除

雪機械オぺレ タの担い手不足が危愼されています,,

北海道開発局では、除雪現場における積雪寒冷地特有の地域課題の解決

に向けたプラットフォー ム(i-Snow)を発足し、取組みの つとしてロー タ

リ除雪車の投雪作業自動化による省力イヒの実証実験を進めています,

未来へ ! 新除雪

1-Snow仕様のロー タリ除雪章は、

運転支援ガイダンスと投雪方向自

動制御機能を合わせたシステムを

搭載し、操作レパ の集約や除雪

速度制御装置など、操作の省力化

を図つてし、ます,,

外観は、「フレッシュグリー ン」と字
由をイメー ジした「ミッドナイトブ

ル ー 」のツー トン色で、スタイリッ
シュなロー タリ除雪車としていま

す.
ロー タリ除雪車(  1 S  n o w仕様

住 所 T060-0004札幌市中央区北4条6-l 毎日札幌会館4F
T E L O l l - 2 3 1 - 3 l 0 7
F A X O l l - 2 4 2 - 3 2 3 4

担当者名 齋藤 彰

担当部署 北海道営業所

E-m a il niigata」yosetsuki@niigata-transys .com
U R L http://www .niigata-transys .com

新潟l、ランシス株式会社は、道路除雪車、鉄道車両、鉄道用保守用車、新交

通システム、L RT車両の製造、またそれらに関するアフター サー ビス事業
と多山支にわたります。

なかでも、道路用ロー タリ除雪車は、空港用の大型機から道路用、歩道用

まで幅広くラインナップしております。

雪国で活確する
「二イガ夕ロ一夕リ除雪車」

最終4次排ガス規制に対応した、 l
歩 道 用 l . 3m級小型除雪車NR

84型、普通免許でも運転できる

小型除雪車N R32P「とらん丸」
を展示しております,,

N R84型は、除雪作業だけでな '、. . ,f
く草刈装置も装着する事が出来ま j
す。

弊社ブー ス内にカタ口グ等ござい

ますので、是非お立ち寄りくださ

いo

,

住 所 〒006-0835札幌市手稲区曙5条5丁目l番10号
T E L O l l - 6 8 l - 3 l l 5

F A X O l l - 6 8 2 - l 3 2 6

担当者名 岡本 光隆

担当部署 営業企画部

E-m a il njsales@nichi」o .co .jp
U R L https://www .niohijo .jp

田
当社は昭和37年創業以来、北海道を拠点に除雪機械の開発に携わってま

いりました,,

現在では、培われた技術力と経験を活かし、ロー タリ除雪車や東結防止剤

散布車の他に、軌道用保守車両や製鉄所向け重量物運搬車など、多方面

のお客様に多彩な製品を提供しております,今後も技術力ならびにサ

ビスの向上に努め、人々の書らしを守る製品と確かな品質を提供してまい

り ま す.

最先端の技術で人にも地球にも
優しい製品を。

出展内容紹介

2 . 2m級 ・ 2 . 6m220kW級ロー タリ除雪章

「HTR308A」、プレー ド ・ ロー タリ兼用式小形

除雪車「KBR108」、混式4 .0m'級凍結防止剤散

布章「NWS40」を出展しております

ブース内では最新VR技術を用いた「ロー タリ除

雪車体験シミュレー ター」を展示し、臨場感あふ

れる本格的な除雪作業をご体感いただけます

また、環境に配慮したロー タリ除雪車用新オプ

ション「エコ除雪モー ド」なども紹介しておりま

すので、ぜひN I CHl J0ブースにお立ち寄りく

ださい.

一-'
., l

''-j - j- l t

ロー タ リ 除 雪 車  HTR308A

住 所 埼玉県上尾市大字壱丁目l番地
T E L 0 4 8 - 6 1 5 - 8 l 8 6
F A X 0 4 8 6 l 5 8 9 8 3

担当者名 高木 ・ 斉藤

担当部署 国内営業部門車両営業本部

E-m a il lnfo .udtruoks . japan@udtrucks .oo .jp
U R L udtrucks .co .jp

田
U Dトラックスはl935年の創立以来「時世が求める自動中」をつくるとい
う理念を事業の礎として、先進的な技術と商品、サー ビスの開発に違進し、

お 客 さ ま に 最 適 な 輸 送 ソ リュー ションを提供し続ける日本の商用車メ ー

カー です.

大型トラックQuon (クオン)  の
除雪専用車を展示

田
平成28年排出ガス規制に適合した大型トラックQuon(クオン)の除雪

専用車を展示します。

近年の雪害や輸送インフ ,_ .

ラ強化を背景に除雪車へ
の需要が高まる中、大型総

輪駆動除雪車の製造メ ー

カ ー として雪国の生活を

支え、安定した物流インフ

ラの維持に頁献するU D
トラックスの除雪車をぜ
ひご覧下さい,

20



国2o2o;o、l:l)l-l2ア・ 一),-i,,,nとまこまい 除雪機械展示'実演会、競技会

住 所 〒063-0835札幌市西区発寒l5条l2丁目3番25号
T E L O l l - 6 6 l - 2 2 l 6

F A X O l l - 6 6 3 - 2 0 0 7

担当者名 阿部 悟

担当部署 営業部

E-m a i kyowacom@rose .ocn .ne . jp
U R L http://www . kyowa-kikai .oo . jp

当社はl939年(昭和l4年)創業,以来除雪機械、道路維持機械等あらゆ

る道路が求める快適安全'を追求し続け今年80年を迎えました,,

除雪トラック、プラウ ・ スイ パ一体型除雪車、各種スノ プラウ、各種トラッ

クグレー ダ、各種サイドウイング、章1 l」装置、特装車等広範囲な製品として

結実しました,,

今後も時代のニー ズに合つた新しい技術の開発を続け、社会貢献できるl0

0年企業を目指します。

特殊車両通行時に通行時間帯の制限を
受けない除 雪 ト ラ ッ ク ( 全 幅 3 . 0 m)

除雪トラック(lOt級6x6)全幅3 . 0m
●lP-37A型ワンウ工イプラウ ◇全幅3 . 0m除雪幅2 . 9m
●K B-5 lA型(ES G-3型工ツジ簡易着脱装置付)トラックグレー ダ

◇全幅3 . 0 m路面整正幅除雪幅2 . 9m
●10SM-3H型ツー ウ工イサイドウイング

◇サイドウイング専用装置(l0 S7H型)と、 マックレ専用装置(l0 M7H型)

それぞれの長所を1台に集約

住 所 東京都大田区城南島4-5-8
T E L 03-3799-0770
F A X 03-3799-5757
担当者名 我妻 和郎

担当部署 本社営業部

E-m a i azuma@yanokuchi .com
U R L http://www . yanokuchi .com/

当社は、l953年(昭和28年)東京都品川区に創業した自動車整備工場で

あり、都下に現存する民間指定工場として最も長い歴史を言言考る企業の一つ
です,吸引車や洗浄車など特装車に注力した整イ席事業を核に、販売、レン
夕ルなど「整備工場」の枠を超えたサー ビスを提供しております,さらに

は、その経験と知識を基に特殊吸引車を自社開発し、社員自らが現場作業

を行い、業界発屋のため啓象、還元活動にも取り組んでおります,

ドイツ ・ ラドック社からの輸入車
̃ア夕ツチメントを交換できる小型多機能車̃

l 920年(大正9年) ドイツ南部で

産声を上げた「ラドック」。最大の

特徴は機動力(車幅l . 5m )と多機

能性(豊富な脱着式アタッチメン

ト ) , ヨ 一口 ツパの過酷な環境の
下、四季を通じてその実力が認め

られています。中でも自慢の除雪

能 力 を ご 覧 頂 き た く 、スノ 口

タ リー 、スノー プラウをご用意致し

ま し た ,

住 所 T 108-0072東京都港区白金1丁目17-3 N B Fプラチナタワ一4F
T E L 0 5 0 - 3 4 8 l - 5 5 l 2
F A X 03-6673-6896

担当者名 王丸 省吾

担当部署 国内販売本部

E-m a il shougo_oomaru@gobal . komatsu
U R L https://home .komatsu/jp/

田
l92l年に創立したコマツは、建設 - 鉱山機械や、小型建機、林業機械、物流

事業などの分野において、幅広し、製品とサー ビスを提供しております。コ
マツは「品質と信頼性」を大切なテー マとして位置づけ、これからもお客様

のニー ズと期待に応えることのできる製品とサー ビスの提供に努めてま

い り ま す ,

3 . l m 級グレーダ待望の復活で
除雪作業をより安全・快適に!

田
「コマツはより良い製品とサー ビスを通して、安全な除雪作業へ役立つこ
とを目指しますl

排ガス規制への対応、安全性

の向上、さらには新機能をふ

んだんに織り込んでl l年ぶ

りに国内市場 へ復活導入を

果たした3 . lm級新型グレー

ダを出品いたします,国内の

道路事情にマッチしたサイズ

の最新型グレー ダを、この機

会に是非ご覧ください,-_
住 所 東 京 都 板 橋 区 三 園 l 丁 目 5 0 番 l 5 号
T E L 03-3979-4311
F A X 03-3979-43 l 6

担当者名 諸橋 良二

担当部署 特販部

E-m a il r.morohashi@hantak.co.jp
U R L www . hantak.co . jp

田
40年以上に渡り冬の過酷な道路状況での安全走行を支えるH A N TA
一般道用の散布車から高速道路用の大型散布車までどんな雪道にも対

応する豊富なラインナップを取り ;l前えています,

先進の技術で冬期道路を守る
H A N T Aの凍結防止剤散布車

田
ベルトコンべヤを採用し確 -,, .
驚,程機繁意常 _ ・ .-_ if 国
車を展示しております。

また、歩道除雪に新しく電 g
動式除雪機「オ ・ スー ノ」と大 
好評の手押し式散布機「M S
- 0 l D 」 も 展 示 し て お り ま
す,

住 所 T 163-0534東京都新宿区西新宿1-26-2新宿野村ビル34階
T E L 0 3 - 6 9 l l - l 7 l 3

F A X 03-6911- l 670

担当者名 河崎 利則

担当部署 特販部

E-m a il toshinori .kawasaki@hino .co.jp
U R L http://www .hino .oo . jp

日野自動車は、「人、そして物の移動を支え、豊かで住みよい世界と未来に

頁献する」を会社の使命に掲げ、お客さまのニー ズに応える最適な商品と、

ト ラ ッ ク - バスが常に最適な状態で維持するための「最高にカスタマイズ

さ れ た トー タルサポー ト」を通じて、世界中の人々の生活を支えることを目
指しています。

雪路に、 この一台

環境に配慮し、走行性能に優れた

ト ラ ッ ク づ く り は 除 雪 車 に お い

ても日野自動車の使命です,,

雪上で頼もしい .駆動力を発揮す

る日野レンジャ ー は「ポストポス
ト新長期排出ガス規制に適合,

ダウンサイジングによりトルクと

省燃費を高次元で両立させた新

エ ンジンA05Cを搭載した、東結

防止斉1 散 布 車 用 新 型 日 野 レ ン

ジャー をご覧下さい,

住 所 静岡県浜松市浜北区中瀬7559-l
T E L 053-5883964
F A X 050-37375212

担当者名 池村 直子

担当部署 広報担当

E-m a il info@forest-technique .co .jp
U R L http://www . forest-techniolue.co . jp/

田
弊社が携わる林業界では、一足早く「人手不足」が始まっていました。現在、

他の産業でも人海戦術の時代は終馬を迎えつつ、これからは少数精説で

生産性をイ申ばす時代に変化しようとしています,弊社では実際の現場で

活用している商品を皆様にご提案させて頂いております,賢く、楽しく、格

好良く、実際の現場からの発信をしています,

オイルクイック クイック力プラーシステム
ホイールローダ一用

田
オイルクイックの力プラ ー システム
はアタッチメントの交換と同時に

「油圧」と「電気」の接続も行える次

世代型フルオ トマチック力プラ

です。運転手はキャビンから降りず

に、l大でアタッチメントの交換が可

能です,ホイー ルロー ダ一用 は 5 t ̃

3 0  tクラスまで対応しております

が、今回は日本での需要を加味し、

小型クラス向けプロトタイプをご紹

介いたします,

住 所 北海道石i守市生振540-8
T E L 0133-77-5930
F A X 0 l 3 3 - 7 7 - 5 9 3 l

担当者名 青山 達哉

担当部署 土木仮設センター

E-m a il Tatsuya .aoyama@nishio-rent .oo . jp
U R L http://www . nishio-hokkaido . co.jp/

田
「我が社は総合レン夕ルのパイオニアとして経済社会に貢献する」を 社 是

にl965年に道路機械のレンタルを開始,安全 - 環境 - 効率化 - lCTをテ ー

マに常にユー ザー の立場からレンタル活用のメリットを追求しています。

除雪作業に革命を!
新たな除雪機を提案します

田
LOADEX l00  バケット

スケー ル
積載量の管理により生産性

最大イヒ!l
積載量を把据し過少積載

/過積載を抑止

かんたん操作l明るく見え

やすいディスプレイ

様々なバケットに対応。
あらゆる現場で活確
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住 所 神奈川県相模原市緑区長竹295番地l
T E L 042-780-559 l

F A X 042-780-633 l

担当者名 河村 義人

担当部署 営業本部

E-m a i ykawamura@aska-motor.com
U R L https://www .asl<a-aog .oom/aska-motor

もっと使いやすく、ずっと頼れるl 台を,,

その道のプロの為に作ります,,

飛鳥特装がご提供する架装 - 改造 ・ 塗装サ ビスは、幅広い業界の様々な

ビジネスシー ンで活確する「働く車lを製作しています

B 0 S S ス ノープラウ及びH a k o
多目的車両のご紹介

普段の章が30和少で除雪章に早変わり「除雪

地域」の強い口味方,今ある章に装着できる「パ

ワー Vシリー ズ」アメリカBOSS社のスノー

プラウです,小型 ・中型 ・大型トラックへ取付

け可能!脱着が容易な為、普段作業車として

使用していても、降雪時すぐに本格的な除雪

作業が可能です,,

ドイツH a k o社製多目的作業車のご案内

アタッチメントの交換で、冬季は除雪や散布、

夏場は清i需、章刈りや枝打ち年間を通じて

様々な作業がこの1台で可能です,

住 所 〒3l0-0836茨城県水戸市元吉田町l027
T E L 029-247-5503
F A X 029-248-2 l 72

担当者名 榎戸 隆幸

担当部署 環境事業部

E-ma il info@kankyo-taisho .」p
U R L https://www . kankyo-taisho .jp/

田
農業機械で培つた技術を凍結防止斉l1散布機として開発致しました。

<車両積載型 凍結防止剤散布機>

塩化力ルシウム - 塩化ナトリウムどちらも散布可能です,

冬の道路の安全を役立てる
機械作りを目指します。

田

ぺ
海と空のダブルポー ト
北海道最大の産業拠点苫小牧市の紹介
苫小牧地区企業誘致連結協議会など

面 北海道で製造品出イ荷額第l位の都市苫小生女、国際拠点港湾「苫小生文港」、北海道の空の玄関口「新l要 千歳空港」を擁し、北海道経済発展の大きな役割を担う産業の拠点として発展を続けるまちです,

容 さあ、次のはじまりへ、自然豊かなモノづくり産業一大工リア苫小牧市を「日本 ・ 世界」へ情報発信
紹 します,,

西

北海道!東胆振!苫小牧!
豊富な食材、 特産品を紹介販売
苫小牧観光協会 ・ 東胆振地域ブランド創造協議会など

日 苫小牧市、白老町、厚真町、安平田ll、むかわ町、の東胆振、一昨年の9月に発生した北海道胆振東部

西 地震の被害を受けましたが、元気な姿を取り戻しつつあります。
容 食材や物産、ゆたかな自然環境など地域資源を活用し復興した自慢の特産品を、これまでの支援

理 へ感謝を込めて、紹介 ・ 販売いたします,

住みよさランキング全国第l 位 !
いいと こ自山

◆ZS-300K ◆ZP-90
散布幅3m̃7mの無段階可変散布 ロー タ一繰り出し方式でlm̃ l . 6m

- 詰まり緩和装置「ノッカー 採用」 幅で適正散布が可能

共通:車のバッテリー から電源を取り、モー ター を馬区動で環境に配慮

石川県自山市 【次期開催地】
田 白山市は日本三名山のひとつに数えられる要峰白山から手取川に 口つて日本海に至るまで県内

l医 一の広大な面積を有し、市全体が「白山手取川ジオパ ク」となっています,四季折々の自然、伝続

容 の食や産物、祭りや催事、先人の知恵や 1l1二の技などを存分に楽しめます,さらに東洋経済新報社調 1
紹 べによる「住みよさランキング20l9」では総合評価全国l位になりました。ぜひこの機会に白山
西 市の魅力に角空れてみてください。 -
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住 所 〒490- l 2 9 4  愛知県あま市篠田面徳29
T E L 0 5 2 - 4 4 3 - 4 7 2 3
F A X 0 5 2 - 4 4 3 - l 2 7 7
担当者名 高塚 久

担当部署 I X推進部 I X企画推進課

E-m a i takatsuka@nagoya-denki .co .」p
U R L https://www .nagoya-denki .co . jp/

気象 ・ 車車兩センサー などの計測装置、デー タ処理装置、道路 ・ 車輌搭載用の

情報提供装置などlT S道路情報提供システムの設計 ・ 施工から保守まで

ワンストップサー ビス可能な専業メ一カー として50年の歴史を持つてい

ます,歴史の中で培われたノウハウにより厳しい自然環境での長期連用

が可能な「信頼の製品とトー タルシステムlを提供しています。

雪に強い製品開発で、冬期の作業に
安全・安心を届けます

L E D散光式警光灯

発光面に雪が付着しにくいデザイン

長寿命L E D点滅灯を採用 - 本 体 高 さ

90mrnの超薄型
新たに超高輝度タイプをラインナップ

車載標識装置

表示部ヒ:ー タ機能を搭載

薄型LED散光式警光灯を搭載し空気

抵抗を低減

表示項目と散光式警光灯光の点減パ

ター ン連動により高い誘目性を発揮

L E D散光式警光灯

発光面に雪が付着しにくいデザイン

住 所 愛知県名古屋市西区大野木343
T E L 0 5 2 - 5 0 6 - 7 2 8 l
F A X 0 5 2 5 0 6 7 2 8 3

担当者名 西川 弘紀

担当部署 経理部

E-m a il nishikawa@daiwatech . info
U R L https://www .daiwatech . info

田
弊社は、太陽光 ・ 風力 ・ 水力といった自然工ネルギー を利用し、発電 ・ 書電す

るシステムを開発 - 製造しております,,

主商材であります「ソー ラー システムハウス」は、国士交通省の新技術に登

録されており、商用電源や発電機のない場所でも、ユニック車にて運んで

設置すればすぐに電気が使える利点があります。また通信システムを導入

してあり、違隔監視で発電容量 - 消費電力 ・ 蓄電容量がわかるようになって

おります,,

雪が降つても発電する太陽光発電型
ソーラ一ハウス

田
ユニツト八ウスの屋根に太陽

光パネルを設置し、一体型にし

た「ソー ラー システム八ウス」
の、寒冷地仕様を出展します。

寒1令地仕様とは、太陽光パネ

ルを ハウスの側面に設置する

形のものであり、これにより雪

が降つても電気が発電するこ

と に な り ま す ,

北海道・国土交通省北海道開発局

m 本年4月24日、白老田]ポ口ト湖田半に、アイヌ文化の復興などに関するナショナルセンター 『ウポポ

展 ィ(民族共生象徴空間)」が誕生します,,

西 ゥポポイには、アイヌの歴史や文化を様々な視点から紹介する「国立アイヌ民族博物館」と、アイヌ

容 文化を体感できる「国立民族共生公園」などが整備されます。

紹 ブー スでは、ウポポイの施設やアイヌ文化を知ることができる展示を行います。体験メニュー も あ

西 りますので、ぜひお越しください,

・=・
l ' : .

ll' ' - ' l
l -
0 i

l l
ウ ポ ポ イ P R キ ャ ラ ク タ

ト ゥ レ ッ ポ ん

と ま こ まいコスプレフェ ス夕
苫小牧市

m 苫小生文地域活性化などを目的として20l4年2月から開催。市の持つ産業資産を撮影スポッl、と

展 して開放し、唯 無二の撮影を楽しんでもらっております,商業施設にもイベント会場を設け、ス
西 ぺシャルゲストも登場、一般市民の方々にも、コスプレやポップカルチャ という文化を楽しんで

容 もらえるイベントです,年 、々北海道内外及び外国からの参加者が増え、北海道で2番目に歴史あ

紹 る宿泊型地域振興型ポップカルチャー イベントとなりました。2020年l月苫小生文でお待ちして
西 おります。

胆振東部地震復旧・ 復興パネル展
国土交通省北海道開発局・北海道

m 平成30年9月6日に発生した「北海道胆振東部地震」は北海道がかつて経験したことがない「震度

展7」を観測し、各地に甚大な被害をもたらしました,これは北海道胆振東部地震からの一日も早い

西 復 日 ・ 復興に向けた活動記録についてパネル展示するものです。

容
紹
西
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ぺ

シ一二ツクバイ ウ ェ イ北海道推進協議会
?シ一二ツクバイウェイとは、地域に暮ら-l1r人が主体となり、企業や行政と手をつなぎ、個性的で活力

展 ぁる地域づくり、景観づくり、魅力ある観光空間づくりを目指す取り組みです,,

西 「2020ふゆトピア - フェア」では、̃ゆきであそぶ ゆきをたのしむ くらしに寄り添う美しい道

容 ̃ を テー マとして、地域協働による冬の風景パネル ・ タぺストリー を掲示することで、シ一二ツクら

紹 しい冬を演出し、周遊性のあるパネル展示による「秀逸な道」の疾走感を体感してください。”

HOKl(A l 0 0

における
地方独立行政法人北海道立総合研

ぺ

m 道総研建築研究本部では、「暮らし ・ 地域 - 環境を育む建築 ・ まちづくりの推進」のため、地域、防災、

展 省工ネルギ一技術やストックマネジメント等の研究に取り組んでいます,本ブー スでは、北海道胆

西 振東部地震の被災地に建設された「北海道型応急仮設住宅」の寒さ対策や結露対策技術の展示、目建築物等への雪氷の付着防止や風雪害対策に関する研究等を紹介します,また、子供たちへ木造 「一
? 住宅にふれてもらうため「こどもの家」を展示します。 1' ''

一_ f
'

l :
l i

川へ行こ う !  川を楽し も う !
かわたびほっかいどう(国土交通省北海道開発局建設部河川計画課)

m かわたびほっかいどうのブ スにようこそ!美しく壮大な北海道の河川に魅了されてください,

展l
西 まだまだ十分に活用されていない北海道の;フ11,く辺。

容時代は「つくる」から「つかう」へ変革するなか、様々な主体と手をつなぎ、地域の魅力的なフl'く辺

紹 空 間 を 保 全 ・ 創出する取り組み、それが「かわたびほっかいどう」です,,

西

ウインターライフ推進協議会

m 冬道での歩行者転倒事故防止に向けた取り組みをご紹介します,,

展 〇「つるつる予報」/札幌市中心部を対象に、朝の歩道や横断歩道の滑りやすさを予想し、ホー ム
西 ペー ジなどで発信中。

容 〇冬道転倒による救急搬送者数の続計/転倒事故の現状を把握、特徴を整理。

紹 〇冬道での歩き方のコツや滑りやすい場所のボイント

西 〇冬の安心 - 安全な道づくりnリ、まき」と砂箱の利用促進 ほか

★数量限定!『すべらない御守』も配布l?北陸雪害対策技術セン夕一パネル展
国土交通省北陸地方整備局

m 北陸地方整備局では「38豪雪」を契機に本格的な雪害対策に取り組み、除雪延長の拡大や防雪

展施設整備、除雪機械の改良、路面凍結対策を推進してきたところです,

西 一方近年、集中降雪による走行環境の悪化、渋滞や通行止めによる日常生活 ・ 社会経済活動へ与え
容る影響は、より拡大しています。

紹 これらの課題に対応するため平成25年7月l日付けで、「北陸雪害対策技術センター 」を設置し、

” 雪害に関する防災 ・ 減災対策の取り組みを推進しています。 

HANDS十EYES パネ レ
公益社団法人土木学会北海道支部

m 土木の魅力、土木の範囲の広さや奥深さを一般市民の皆様に実感していただくことを目的に土木

展 界が保有する歴史的資料など、普段目にすることができないコレクションを展示します。更に、北

西 海道の美しい土木遺産の写真とデー タで構成された土木遺産カー ドの紹介や「どぽく」について
一容 ゃさしく説明しているパネルも展示、公開します。

紹
西

r
1一 ・

◆一
冬に役立つ開発技術 ァイスジiム調査

国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所

m 寒地土木研究所は、寒地土木技術に関する研究開発 ・ 技術指導 - 成果の普及等を行い、良質な社会

lj1 資本の効率的な整備及び北海道開発の推進に資することを目的に設立された、国内唯一の寒地
西 土木技術における試験研究機関です。

容 当研究所で研究開発した技術は、北海道も含めた積雪寒冷地で活用できる技術が多数あり、その

紹 技術の一部を紹介いたします。
西

吹き止め柵 きのl つし であそ
公益社団法人日本雪氷学会北海道支部

m ゅきのけっしょうのかたちのブー メランをつくってみよう(厚紙を使つて雪結晶型ブー メランを作成) .

展 ァイロンビー ズでゆきのけっしょうをつくろう(アイロンビー ズを ノ六角形に並べて雪結晶型のキー ホル
西 ダー を作成) .

容 じふぶきマシー ンをつかって , じふぶきをおこしてみよう(自転車の空気入れで風を起こして地吹雪を再
紹 現) .

西 ゆきのけっしょうにはどんなかたちがあるのか, べんきょうしよう(雪結晶写真のパネル展示) .

の と
独立行政法人国立高等専門学校機構苫小牧工業高等専門学校

m 苫小牧高専は地域社会に開かれた高等教育機関としての役割を果たすため.地元を中心とした産

展 業界等と協力し , 様々な事業を行つています,今回はその事業の中から , 技術経営相談窓口

西 「C-base」, 課題解決型授業科目「共同教育」について紹介いたします,,

容 また,高専教員より「北海道において,積雪が担う水資源量の可能性について」というテー マで . 積

紹 雪による資源量の有効的な活用方法に関する研究紹介を行います。
西

バナソニツ ク  システムソリ ューションズ ジャパン株式会社 北海道社

m みんなの心が『ほわわぁ』と温かくなる空間を体験しませんか?

展 私たちは『ほわわぁ』となる空間で、イベント会場/商業施設等のリテー ルテイメントによる価値

西 提供を目指しています。

容 また、スマー トフォン上のアテンダント(アバ夕一) が'その場所ならではの情報' をご案内する

紹 Smart Town Walker(通称『すまたん』)で、これまでにないツア一体験をお楽しみください。”

_l C T建設技術 HOKKA ID 0 ICE STAR PROJECT
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国土交通省北海道開発局事業振興部機械課

m 国土交通省では、生産年齢人口が減少する中、建設分野において生産性を向上させるため、lCT

展 (情報通信技術)の活用を図り、魅力ある建設現場を目指す施策として、「i-Constrution」を推進し
西 ています。また、北海道開発局では、除雪現場における機械オぺレー タの担い手不足や高齢化対策

容 として、除雪機械操作の省力化による生産性 ・ 安全性向上の取り組みとして道路除雪にlCTの活用

紹 を図る「i-Snow」の取り組みを推進しています,,

西 【パネル展示】 ・ 除雪車によろしく(S e a s o n 2 )
i-Construtionによろしく(北海道弁バー ション)

株式会社クールスター

m ̃ ようこそ、美しい冬へ,ドキドキが、ここにある,̃

展 雪、氷、寒さをポジティブ要素に、魅力的なコンテンツを創造することで、冬の閑散期の集客を増

西 ゃすことにより、夏季のみならず通年通して訪れたいと思える北海道観光を目指すアイススター

容 プロジェク ト ,,

紹 北国ならではの要素を活用し、新たな観光資源創出を地域と連携しながら取り組み、交流人口を

西 増やすことにより、地域の冬の活性化を目指している。

☆〇

l'lOKKAll:l 0
lCESTAl:i PRO ,JECl'

26


